　　　　　　　　平成24年度　第３回理事会　議　事　録

日　時　　　　　　　平成24年　７月　18日（水）13：30～16：00

場　所　　　　　　　協会事務所（正和設計内）

出席者　　　　　　　田中会長、鍔田副会長、白川副会長、布川理事、井上理事

谷口監事、柴崎理事
議事録署名人　　　　布川理事、井上理事
議事内容　

1. 協会入・退会者について　　　
　　２～３社が新規入会または再入会の動きあり。返答を待つ。
2. 滋賀県への陳情、要望について

・ 要望内容に関して近々素案を作成し、県との意見交換会を準備する。
・ 最近における土木行政での積算ミスによる入札問題に鑑み、これに対処する委員会を協会内部に構築することで法人としての役割を拡大し、その認知を関係部局に伝える行動を計画する。たとえば、入札・契約委員会または入・契適正化委員会など。

· 上記のPR活動も目的とし、協会パンフを更新し、関係部局へ挨拶回りを予定する。

· PR活動その他のことを考慮し、協会の封筒（住所などを修正）を更新する。

3．第2回技術講習会の実施（7月25日開催）準備について

・ 参加者が会場の定員78名に達したため、今後の申込の制限を行う。
· 講師への謝礼は一人につき5万円とし、その内容が交通費（東京往復＋タクシー代など）となることから、旅費交通費として支給することとする。
· 当日の手配として、カメラ、マイク、PC関係、横断幕、お茶などを役割分担する。
· CPDS（ゼネコンが数名参加）の対応として、協会ゴム印と会長印を用意する。
· 今後のCPDの参加料について、会員は500円以上、非会員は3000円以上を目安とする。
4．全測連の業際問題研究会への参加について
・ ８月９日開催予定の用地問題等に関する全国の測協を対象にした合同研究会合（東京：測量年金会館）への参加は、本県測協としては役員の不都合も含め見送ることとする。
5.協会諸規定に関することについて

・ 本協会においては、数年前からの危機的経営状況を踏まえ、協会役員として旅費交通費の精算を自粛していた。しかし、本日以降に発生する協会関係の会合出席者（役員等）に対しては、旅費交通費の精算（公共交通機関による精算とし、日当は支給しない。）を行うこととする。
6.その他

・ 災害協定に基づく「災害時応援協力体制表」については、内容変更せず提出する。

・ 協会のパソコンのOSをメール通信の不都合から、アップグレードした。
全ての議事が終了し、午後４時に散会した。
平成24年７月18日
　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録署名人

